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要 約
芸術の様式は(1)神 話的段階、(2)自律分化の段階、(3)デジタル的融合の段階、 という展開を遂げてき
た。(3)の 段階でマルチメディアな 「仮想現実」 を出現させ るメディア ・アー トが生 まれた。仮想現実には
(1)コンピュータ内部の仮想現実、(2)コンピュータのネットワークの中での仮想現実、の二つがある。最近、
この仮想世界 と現実世界 とを複合させ る 「複合現実」の技術が生まれてきた。メディア ・アー トの可能性はこの
「複合現実」をさらに進展させることにあると思われる。
キーワー ド:芸術の様式、デジタル、仮想現実、複合現実
は じ め に
メデ ィア ・アー トとは、新 しい メデ ィア、 とりわ けコ
ンピュー タを使 った メデ ィアを さす。 コンピュータの出
現 によ って芸術 の どのよ うに変容 したのか。そ して それ
は芸術 と していかなる可能性 を もってい るのであろうか。
本稿では、 この問題 を考えるために、マ ックス ・ヴェー
バ ーの宗教社会学、 および音楽社会学を手がか りに して、
それを独 自に解 釈す ることで、歴 史的 にメディア ・アー
トを位置 づ けることに しよう。そ して その上で、 メデ ィ
ア ・アー トの もつ 可能性を さ ぐってみ ることに しよ う。
(なお ヴェーバーの著作 の解 釈 とそれを メデ ィア ・アー
トへの議 論へ と展開す るのはすべて著者勝又 のオ リジナ
ルな見解 で ある)。
芸術様式の3段階

























いないが、その神を継承 した、キ リス ト教、イスラム教
ではその神観は普遍的なものとなった。それによりそれ
までの地縁 ・血縁による共同体の祭祀 とその呪術的な信

































縛から解 き放され、 自律的な独立 した体系を形成するよ
うになった。絵画、音楽、彫刻など芸術の各領域は分化
して、独自の芸術世界 となる。そこでは作家は一つ の自


















芸術のデ ジタル化が もた らした もの


















デ ジタルに一元化 される ことで、 さまざまな芸術 はひ
とつの もの として統 合 され処理 され うるものにな った。
これによ ってそれまで分化 していた諸芸術 は統合 され う
るもの とな った。 こうしたさまざまなメデ ィアを統 合 し






コ ンピュー タによ って即時 的反応(interaction)が
可能 とな り、 さ らにテキス ト・音 ・画像 が一 体 となる こ
とで、「仮想現実」(virtual realityバーチャル ・リア リ
ティ)が生み出される。
こうした、マルチメディアによる自由な引用 ・編集を


























































学的には興味深い。 しか し限 りなく芸術から遠ざかって





















か らはじまったものであるが、 しだいに発展 して、情緒
的なメ一ル も交換 されたり、携帯電話によるメール交換




















用 した連句の試み も盛んにおこなわれは じめた。 これら
はインターネッ トという新 しいメディアをつかった伝統










複 合 現 実
この メデ ィアによる多重 的世界 という点で注 目され る










































こう して ヴェーバ ーの著作 を手が かりに して、我 々は
メデ ィア ・アー トを歴史的 に位置づ け、整理す ることが
で きた。 メデ ィアを、 口述、 印刷、電子 メデ ィアの三つ
の段階 に整理 す るの はフル ッサーなどによ って試 み られ
て きた。 しか しメデ ィア ・アー トを芸術 の歴史 の中に整
理 した うえで、 さらにそ の可能性 につ いて考察 したの、
あ くまで も本稿 が初めて の試 みであ り、 オ リジナルであ
ることを再度 強調 してお くことにする。
注
1)以 下 の考察 は基本 的 に社会学 者 マ ックス ・ヴェー
バ ーの著作(『 宗教社会学 論集』 な ど)に 依拠 してい
る。
2)マ ックス ・ヴェーバ ー著、 内田芳明訳 『古代ユ ダヤ
教』、岩波書店、1996年。
3)マ ックス ・ヴェーバ ー著、 安藤英二 ほか訳解、 『音
楽社会学』、創文社、1967年。
4)マ ックス ・ヴェーバ ー著、大塚久雄 ・生松敬三訳、
『宗教社会学論選』、みすず書房、1972年。
5)こ れにつ いて は、KATSUMATA　Masanao,'The
Cyberspace:the　Space　of　"Orai(往来)"?,"Proce
edings of ISEA2002 NAGOYA[Orai]",p.15を参
照。
6)あ る い は 「オ ー グ メ ンテ ィ ド ・ リア リテ ィ」
(Augmented Reality)とも言 う。 舘暲,『 バ ーチ ャ
ル リア リティ入門』,筑摩書房,2002年参照。「オー グ
メ ンティ ド・リア リテ ィ」 と 「ミックス ド・リア リティ」
とは微妙 にニ ュア ンスが違 うが、 ここではあえて問題
に しない ことにす る。
7)ダ ナ ・ハ ラウェイ,小 谷真理訳,「サ イボーグ宣言:
1980年代 の科 学 とテクノロ ジー、 そ して社会主義 フェ
ミニズムにつ いて」(ダナ ・ハ ラウェイ,サ ミュエル ・
R・ デ ィ レイニ ー,ジ ェ シカ ・アマ ンダ ・サ 一モ ンス
ン,巽孝之 著,巽 孝之,小 谷真理編訳,『 サイボーグ ・
フェ ミニズ ム』,リブ ロポー ト,1991年,収録)。
(受稿　 平成15年10月1日)
(受理　 平成16年1月13日)
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                                    Abstract 
 The mode of fine arts developed as follows:(1) the stage of myths, (2) the stage of autonomy 
specializations and (3) the stage of digital fusion. Media art appeared at the third stage. It creates "the 
virtual reality" of multimedia. We have two virtual reality:(1) Virtual reality of the computer inside 
and (2) virtual reality in the network of computers. Recently we got the new technology of "mixed re-
ality" that mixes the virtual world and the real world. The possibility of media art exists in the devel-
opment of the mixed reality. 
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